
 

・政策目的体系では、「政策」「施策」「基本事務事業」「事務事業」「業務」を 
体系的に整理しています。 

・行政評価（事中評価）では、これらのうち、「基本事務事業」「業務」を評価 
対象としています。 

 



 
 

 

 

・対象となる基本事務事業の目的を表現しています。 

・市民ニーズの変化や国県の政策の変化などを表現しています。 

・基本事務事業を推進する上での本市の強いや弱みを表現しています。 

・計画期間内に取り組むべき課題を表現しています。 

・課題に取り組むことで、めざす成果を表現しています。 

・今後に向けての課題設定、解決策、方向性を表現しています。 

※計画期間内の実績値・目標値を表現しています。 

（基準値は平成 21 年度の現状値） 

※基本事務事業の手段となる「業務」を掲載しています。 

※この基本事務事業 

 を評価する上での 

 目安となる指標を 

 表現しています。 



 

 

※対象となる業務の目

的を表現しています。 

※計画期間内の実績値・目標値を表現しています 

（基準値は平成 21 年度の現状値） ※この業務を評価する

上での目安となる指標

を表現しています。 



 
 

 

※H23・24 は

決算額、H25

は予算額を表

現しています。 

※H23・24 は事業実績、H25 は事業計画を表現しています。 


